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温
泉
熱
活
用
で
フ
ル
ー
ツ
栽
培

米田  強美議員

議員の視点

素案段階では、観光案内所を含む観光交流施設を本事
業の軸としていた。

どうなる温泉熱活用構想
　本町の特有資源である「温泉熱」を活用し、高付加価値フルー
ツの生産・販売による新産業創出と次世代農業教育拠点の構築を
めざす事業。

河田  洋一議員

議員の視点

地元負担の増大へ町の支援を
　藤津地区の急傾斜地崩壊対策事業に係る地元負担金が増加する
ため、町が支援を行なう。

温泉でさらなる地域活性化を

答

まず温泉熱を利用したフルーツ栽培ができるかどうかを
軸にして、将来構想として幅を持たせた地域活性化につ
なげる案とした。

答

国交付金の配分が十分でなかったことや物価の高騰、追加工
事などが原因。町支援として地元負担金を40％減免する。

答

当初の基本構想は滞在型観光施設ではなかったのか。

構想の軸が温泉熱を利用したフルーツ栽培に変更と
なったのはなぜか。

専門家招へいが
必要か 590万円

756万円

　地域活性化に関する専門家を招へい
し、本町の魅力や価値向上につながる指
導や助言を受ける。

道の駅・温泉街の活性化などでアド
バイスを受けており、専門家の着眼
点や地域経済への結びつけ方など、
大変参考になっている。

答

令和６年度からスタートした本事業
の手応えや内容は。

事業期間が大幅に伸び、事業費が増大した理由は。また、町
の支援内容は。

光井  哲治議員

501万円

地元・町・県で相談させていただく。答

地元が負担金を払えない場合はどうなるのか。

当初予算を
チェック 町

の
財
政（
財
布
）を
住
民
に
分
か
り
や
す
く

　
　
　〜
今
後
の
町
政
運
営
に
総
括
質
疑
〜

　３月定例会は、２日から17日までの16日間の会期で開催され、令和８年
度予算は予算特別委員会を設置して審査を行ないました。
　本定例会では、令和８年度予算をはじめ、補正予算や条例の改正、人事
案件など41議案を審議し、すべて原案どおり可決しました。また、議員提
出議案３件も原案どおり可決しました。

寺地  章行議員

答

今後の社会保障費の増加や施設更新を見据
えた財政見通し、跡地活用の方向性、施設
整備・将来の住民サービスの在り方、さら
に町の将来像と庁舎整備の考えは。

財政は改善しており、健全運営に努め
る。跡地は企業誘致を進める。町営住宅
は状況に応じ検討、住民サービスは維持
を基本に必要な見直しを行なう。令和８
年度は活性化を図る年とし、庁舎は中長
期で検討する。

寺地  章行議員

答

総合計画、過疎計画、地方創生戦略などを
改訂。事業と財政（財布）は表裏一体。
いかに住民に理解されるかが、一番「カギ」
となるのではないか。

財政（財布）が厳しさを増す中、各計
画と予算、決算などのつながりを分か
りやすく住民に理解していただける
か、事業廃止、資料、方法など模索して
いきたい。

寺地  章行議員

答

令和８年度予算における最重要テーマと、
その軸は何か。また、限られた財源の中で
何を優先し、何を抑えたのか、その判断基
準は何か。

自主財源の強化を軸に各施策を推進。実
施する事業はすべて重要としつつ、住民
に納得される説明と地域再生の視点を重
視して判断した。

小川  　遊議員

浜中  武仁議員

光井  哲治議員

予算の詳細は「広報
ゆりはま４月号」を
ご覧ください。
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チェック
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子
ど
も
支
援
を
前
へ

議員の視点

部活動の地域展開の状況は
　湯梨浜中学校の部活動に、地域の専門的指導者を配置。あわせ
て、本町独自の地域クラブ認定に向けて、要綱作成や審査会など
を行ない地域展開を進める。

副食費の
  無償化は
　こども園などの副食費保護者負担額を
１人当たり月額4500円に据え置くことに
より、家計の負担を軽減する。

80万円

栄養満点の学校給食
（泊小学校）

国はこれまで無償化と言ってきたが、今回の国補助上
限額は１人当たり月額5200円であり、本町では１食
当たり約50円の保護者負担が必要となる。

　町立小学校の給食費の保護者負担軽減を目的に、給食センター
および泊小学校給食会計などに国から受けた補助金を交付する。

答

報酬だけでは生活が難しく、部活動の時間帯である平
日の夕方に都合がつく方も限られているため、大学生
に関わっていただけないかなど模索していく。令和９
年４月から、認定した地域クラブの活動の展開を進め
ていく。

答

国にも地方の多様な状況を反映していただくように要
望していく。

答

完全無償化ではないのか。

指導者の応募が少ない原因は。また、本町独自の地域
クラブ認定に向けたスケジュール感は。

子育て支援の充実は本町の売り。完全無償化の実現に
向け、国や県に働きかけてほしい。 増井  久美議員

議員の視点
完全無償化の実現を 5171万円

三谷  侑生議員

263万円

物価高騰交付金を活用して料金を
据え置くほか、他の経済的支援も行
なっているため、総合的に判断した。

答

小学校給食の無償化が検討される
中、こども園の副食費を無償化しな
い理由は。

当初予算を
チェック
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請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果
件　　　名 採決結果 委員会の意見

保育所等に対する社会福祉施設職員等退
職手当共済制度の公費助成の継続を求め
る意見書の提出を求める陳情書

採　　択 国に意見書を送付

生活保護基準引き下げ違法の最高裁判決
を踏まえ速やかな対応を求める陳情

採　　択 ─

非核三原則の堅持を求める意見書の提出
について（陳情）

採　　択 国に意見書を送付

東京都新宿区において顕在化した事例を
受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に
関する早期の実態把握と再発防止を求め
る陳情

採　　択 ─

政府に所得補償（直接支払い）制度の実
現を求める請願書

継続審査 ─

本会議での採決結果

※議案の採決は、磯江議長を除く11人で行ないます。　※上記以外の議案は、全会一致で可決しました。

常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行ない、次のとおり決定しました。

件　　名

議案（陳情）に対する表決
（○：賛成　×：反対　欠：欠席　棄：棄権）

議決結果光　

井

小　

川

河　

田

増　

井

小　

泉
森

米　

田

浜　

中
南

三　

谷

松　

岡

議
　

案

議案第16号
令和８年度湯梨浜町国民健康保険
事業特別会計予算

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
賛成10人
可　決

議案第50号
湯梨浜町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
賛成10人
可　決

陳
　

　

情
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子
ど
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支
援
を
前
へ
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答

答

答

答

答答

生
成
Ａ
Ｉ
導
入
へ

答 ☆
令
和
８
年
度
か
ら
職
員
の
業
務
へ
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
文
書

作
成
の
支
援
や
企
画
立
案
の
補
助
な
ど
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
進

め
る
。
※
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
自
治
体
向
け
に
安
全
性
を
高
め
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
利
用
。
入
力
し
た
内
容
が
外
部
へ
流
出
す
る
お
そ

れ
が
な
い
方
式
を
採
用
す
る
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
、
執
行
部

か
ら
事
業
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
効
果

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

問

総 務 産 業 常 任 委 員 会

生成ＡＩ導入で業務効率化

※
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

　

対
話
型
の
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
安
全
性
が
高
い
一

　
　
　
方
、
得
た
い
情
報
を
き

ち
ん
と
得
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　

 

Ａ
Ｉ
へ
学
習
さ
せ
る

　
　
　

情
報
は
、
庁
内
に
新
設

す
る
専
用
サ
ー
バ
ー
の
み
へ
蓄

積
さ
れ
、
外
部
か
ら
は
分
か
ら

な
い
。
専
用
サ
ー
バ
ー
内
で
答

え
が
出
せ
な
い
質
問
へ
の
回
答

は
、
外
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

☆
東
郷
池
を
中
心
に
、
社
会
・

環
境
・
経
済
の
３
つ
の
視
点
か

ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
心
身

と
も
に
満
た
さ
れ
た
状
態
）
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
取
組
。

　

職
員
が
課
を
横
断
し
て
検
討

し
、
子
ど
も
の
全
天
候
型
遊
び

場
や
東
郷
池
周
辺
の
環
境
整
備

な
ど
の
事
業
化
を
検
討
す
る
。

☆
温
泉
街
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
、コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
、

起
業
や
新
規
就
農
に
つ
な
げ
、地

域
経
済
の
再
構
築
を
図
る
。令
和

８
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
の
３
か

年
計
画
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

関
係
人
口
の
創
出
を
図
る

問

問

問

問

問問

　
　
　
　
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
の

　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

 　
現
時
点
で
の
具
体
的
な
ス

　
　
　

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
。

　
　
　
　
課
を
横
断
し
た
検
討
を
行

　
　
　

な
う
に
至
っ
た
き
っ
か
け

は
。
ま
た
、
今
後
の
事
業
の
進
め

方
は
。

　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
検
討
か
ら
派

　
　
　

生
さ
せ
事
業
化
を
模
索
し

た
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

が
主
体
と
な
っ
て
検
討
を
深
め
る
。

　
　
　
　
目
標
を
数
値
化
し
て
、

　
　
　
そ
れ
が
達
成
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
ほ
し
い
。
民
間
の
投
資
を
呼

び
込
む
視
点
が
な
い
と
続
か
な
い
の

で
は
。

　
　
　

 　
地
域
間
の
経
済
循
環
が
高

　
　
　

ま
る
と
こ
ろ
が
最
終
的
な
狙

い
で
あ
る
。
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

　
　
　

集
ペ
ー
ジ
に
、
仕
事
の
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く
内
容
を
載
せ
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、改
め

　
　
　

ら
れ
る
と
こ
ろ
は
改
め
た
い
。

か
ら
参
照
し
て
く
る
仕
組
み
。

　
　
　
　
導
入
費
用
は
。

　
　
　
　
初
年
度
は
専
用
サ
ー
バ
ー

　
　
　

の
設
置
が
必
要
な
た
め
、
約

92
万
円
。
次
年
度
以
降
は
毎
年
定
額

で
約
37
万
円
と
な
る
予
定
。

　
　
　
　
庁
内
で
の
活
用
や
機
運
の

　
　
　

醸
成
を
ど
の
よ
う
に
図
る

の
か
。

　
　
　

 　
Ａ
Ｉ
活
用
の
推
進
会
議
を

　
　
　

立
ち
上
げ
、
研
修
を
行
な
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
業
務
効
率
化
の

コ
ツ
な
ど
を
、
職
員
全
体
に
共
有
し

て
い
く
。
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答答

☆
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
収

入
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
対

策
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
県
（
天

神
川
流
域
下
水
道
）
お
よ
び
中

部
１
市
４
町
が
共
同
導
入
す
る

☆
運
用
開
始
日
は
今
年
３
月
21

日
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
は
運
賃
の
支
払
い
や

コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
で
も
利
用

答答 問問問 ☆
工
事
の
遅
れ
が
続
き
、
入
植
者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。
３
月
下
旬
に
は
定
植
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
担
当

課
か
ら
施
工
業
者
に
強
く
指
示
を
し
て
い
る
。

問問
　
　
　

バ
ス
の
乗
客
数
が
少
な

　
　
　

い
現
状
で
、
導
入
す
る
理

由
は
。

　　
　
　
　

県
内
す
べ
て
の
自
治
体
が

　
　
　

導
入
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
現
金
の
支
払
い
も
可
能
。

　
　
　
　

導
入
に
係
る
本
町
の
負

　
　
　

担
は
。

　
　
　
　

車
両
台
数
比
率
で
按
分

　
　
　

し
て
お
り
、
本
町
の
場
合
は

約
６
２
５
万
円
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
、
年
間
約
20
万
円
の
予
定
。

答答

答

問

下
水
道
事
業
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

　
　

  

Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
検
討

県
内
全
路
線
バ
ス
に

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導
入

総 務 産 業 常 任 委 員 会
遅
れ
る
今
滝
梨
団
地
造
成
工
事

　
　
　
　
遅
れ
の
原
因
を
究
明

　
　
　

し
、
十
分
な
検
討
お

よ
び
反
省
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　

 

担
当
課
と
し
て
施
工

　
　
　

管
理
や
入
札
の
時
期
な

ど
を
反
省
し
、
今
後
は
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
工
期
遅
れ
に
対
す
る

　
　
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
、
施

工
業
者
へ
工
事
請
負
の
ル
ー
ル

な
ど
を
示
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
町
の
発
注
遅
れ
な
ど

　
　
　

も
一
因
で
は
あ
る
が
、

改
め
て
請
負
契
約
の
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
と
示
し
た
い
。

　
　
　
　
工
事
を
次
年
度
に
繰

問

完成が待たれる今滝梨団地

ICOCA販売機
（倉吉バスセンター）

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

　

維
持
管
理
な
ど
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
官
民
連
携
方
式

　
　
　
　
本
町
で
対
象
と
な
る
範

　
　
　
囲
は
。

　
　
　
　

羽
合
、
東
郷
地
域
の
公
共

　
　
　

下
水
道
と
泊
地
域
の
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
が
対
象
。

　
　
　
　
い
つ
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー

　
　
　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
す
る
の
か
。

　
　
　
　
令
和
11
年
度
か
ら
導
入

　
　
　

予
定
。
業
者
選
定
、
事
業
実

施
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を

委
託
す
る
。

り
越
す
こ
と
で
、
補
助
金
の
返
還
な

ど
は
生
じ
な
い
の
か
。

　
　
　
　

県
や
国
と
調
整
を
し
て
お

　
　
　

り
、
繰
り
越
し
て
実
施
で
き

る
と
の
確
認
は
取
れ
て
い
る
。

可
能
。
販
売
場
所
は
Ｊ
Ｒ
倉

吉
駅
や
バ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
。

チ
ャ
ー
ジ
は
バ
ス
の
車
内
や
コ

ン
ビ
ニ
で
も
可
能
。

こ
と
を
検
討
中
。
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答

小
学
校
給
食
費

　
　
　
　
　
負
担
軽
減
へ

答

☆
国
・
県
の
支
援
金
と
町
の
補
助
金
に
よ
り
、
１
食
当
た
り
50
円

程
度
の
保
護
者
負
担
と
な
る
。
完
全
無
償
化
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

問問

問

　
　
　
　

保
護
者
負
担
分
を
町

　
　
　
が
負
担
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　

試
算
で
は
、
町
負
担

　
　
　

に
は
８
５
０
万
円
程
度

か
か
る
見
込
み
。
完
全
無
償
化

に
当
た
っ
て
は
、
国
の
学
校
給

食
法
「
食
材
相
当
額
は
保
護
者

負
担
」
の
条
文
改
正
が
必
要

と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　
　
本
当
に
子
育
て
支
援

　
　
　
に
力
を
入
れ
る
と
言
う

の
で
あ
れ
ば
、
町
が
負
担
す
る

気
概
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

国
の
財
源
や
栄
養
基

　
　
　

準
の
達
成
を
考
え
る
と
、

幾
ら
か
の
保
護
者
負
担
が
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
し
た
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

ランチルームで楽しい給食
（泊小学校）

答答

　
　
　
　

保
護
者
は
「
完
全
無
償

　
　
　
化
」
と
理
解
し
て
い
る
と
思

う
が
、
説
明
は
行
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

ま
だ
説
明
し
て
い
な
い
。

　
　
　

給
食
運
営
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
な
ど
の
場
で
説
明
し
て
い
く
。

答

答答 ☆
町
内
の
介
護
事
業
所
に
お
い

て
、
廃
止
や
運
営
の
変
更
が
見
ら

れ
る
。
利
用
者
の
安
心
を
守
る
対

応
や
、
従
業
員
に
つ
い
て
も
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

☆「
子
ど
も・子
育
て
支
援
金
」は
、

少
子
化
対
策
の
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
令
和
８
年
４
月

か
ら
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て

徴
収
す
る
新
た
な
制
度
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、

１
人
当
た
り
月
額
２
３
０
円
、
１

世
帯
当
た
り
３
５
０
円
の
徴
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

問

問問問

問

地
域
介
護
を
支
え
る
施
設

　
　
　
廃
止
や
休
止
あ
り

子
育
て
支
援
金
を

　
　
　
　
　
新
た
に
徴
収

　
　
　
　
国
の
試
算
で
は
、
令
和
10

　
　
　
年
に
は
４
０
０
円
に
上
が
る

が
、
徴
収
方
法
は
。

　
　
　

 

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

　
　
　

拡
充
す
る
た
め
、
社
会
保
険

料
か
ら
徴
収
す
る
。

　
　
　
　
地
域
密
着
型
事
業
所
の
指

　
　
　
定
を
受
け
て
か
ら
１
年
も
た

た
ず
廃
止
と
な
っ
た
が
、
見
通
し
が

甘
か
っ
た
の
で
は
。

　
　
　

 

町
は
、
申
請
書
類
に
問
題

　
　
　

が
な
け
れ
ば
指
定
す
る
。
事

業
者
の
財
政
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な

う
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
廃
止
さ
れ
た
直
後
に
新
た

　
　
　
な
事
業
者
が
入
る
が
、
そ
の

詳
細
は
。

　
　
　

 

法
人
の
財
政
難
か
ら
廃
止

　
　
　

と
な
っ
た
が
、
従
業
員
と
利

用
者
は
新
た
に
入
る
事
業
者
が
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
。

　
　
　
　
４
月
か
ら
社
協
が
運
営
す

る
「
し
じ
み
の
郷
」
が
休
止
と
な
る

が
、
利
用
者
と
職
員
の
今
後
は
。

　
　
　

 

利
用
者
は
他
の
事
業
所
に

　
　
　

移
っ
て
い
た
だ
く
。
職
員

は
、
東
郷
デ
イ
な
ど
社
協
内
部
で
の

異
動
と
な
る
が
、
退
職
者
も
あ
る
。
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楽しく遊ぶ子どもたち
（たじりこども園）

答答

答答

☆
た
じ
り
こ
ど
も
園
、
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
の
町
内
２
園
で
実
施

し
、
０
～
２
歳
児
が
対
象
。
在
園
児
と
合
同
保
育
を
行
な
う
一
般

型
と
し
、
専
任
保
育
士
を
配
置
し
て
運
営
す
る
予
定
。

　
受
入
れ
の
開
始
予
定
時
期
は
５
月
頃
か
ら
で
、
利
用
時
間
は
８

時
30
分
か
ら
11
時
30
分
、
月
10
時
間
ま
で
。
利
用
料
は
１
時
間
当

た
り
３
０
０
円
と
す
る
。

　
利
用
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
認
定
が
必
要
で
、
初
回
面

談
後
に
予
約
利
用
と
な
る
。
今
後
は
保
育
士
確
保
や
シ
ス
テ
ム
整

備
、
住
民
周
知
を
進
め
る
。

問 問
　
　
　
　

専
任
保
育
士
は
パ
ー

　
　
　
ト
勤
務
か
。

　
　
　
　
保
育
士
資
格
を
持
っ

　
　
　

て
い
る
パ
ー
ト
職
員
の

配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
認
定
申
請
や
初
回
面

　
　
　

談
は
誰
が
対
応
す
る

の
か
。

　
　

 

　

認
定
申
請
の
受
付
・

　
　
　

審
査
お
よ
び
認
定
証
の

発
行
は
、
子
育
て
支
援
課
が
担

当
し
、
そ
の
後
、
実
施
園
に
情

報
を
共
有
。

☆
令
和
元
年
に
計
画
を
作
成
し
た

が
、
物
価
高
騰
や
新
た
な
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
考
慮
し
、
計
画
の
再
検

討
を
行
な
う
。

　

戸
数
は
減
ら
す
方
針
で
あ
る

が
、
各
地
域
の
住
宅
状
況
や
町
営

住
宅
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
考
慮
し
、

必
要
な
戸
数
を
維
持
す
る
。

答答

答

問問

問

問問

町
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
を
改
定

教 育 民 生 常 任 委 員 会

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

　
　
　
　
町
内
２
園
で
実
施

　
　
　
　

町
営
住
宅
を
新
設
す
る

　
　
　

の
で
は
な
く
、
民
間
の
賃

貸
住
宅
を
活
用
す
る
方
法
は
。

　
　
　

 

民
間
ア
パ
ー
ト
の
活
用
や

　
　
　

借
上
げ
は
、
重
要
な
選
択
肢

と
認
識
し
検
討
し
て
い
る
。

　

羽
合
地
域
は
賃
貸
住
宅
が
一
定
数

あ
り
、
家
賃
補
助
を
組
み
合
わ
せ
た

活
用
も
可
能
。
泊
地
域
の
よ
う
に
賃

貸
住
宅
が
少
な
い
地
域
で
は
、
町
営

住
宅
の
必
要
性
も
高
い
。

　
　
　
　
住
民
の
利
便
性
を
重
視

　
　
　

し
、
集
約
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
集
約
化
は
、
長
期
的
視

　
　
　

野
と
地
域
の
事
情
を
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
く
。

　

初
回
面
談
は
、
各
こ
ど
も
園
の
園

長
ま
た
は
担
当
保
育
士
が
行
な
う
。

　
　
　
　
利
用
方
法
の
周
知
が
必
要

　
　
　
で
は
。

　
　
　
　

受
付
の
流
れ
を
決
定
し
た

　
　
　

後
に
広
報
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

 

当
日
に
急
き
ょ
行
け
な
く

　
　
　
な
っ
た
場
合
に
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
は
発
生
す
る
の
か
。

　
　
　
　

現
段
階
で
は
未
決
定
。
制

　
　
　

度
の
開
始
に
当
た
り
検
討

し
、
利
用
方
法
と
と
も
に
周
知
を
行

な
う
。

　
　
　
　

利
用
希
望
者
が
増
え
た

　
　
　

場
合
、
受
入
れ
人
数
の
拡

大
や
他
園
で
の
実
施
は
可
能
か
。

　

ま
た
、
当
面
行
な
わ
な
い
と
し

て
い
る
給
食
提
供
は
、
今
後
実
施

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

 

保
育
士
確
保
や
利
用
ニ
ー

　
　
　

ズ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
て
受
入
れ
拡
大
や
実
施
方
法

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
給
食
提
供

は
令
和
８
年
度
は
実
施
し
な
い
が
、

今
後
の
ニ
ー
ズ
や
他
自
治
体
の
状
況

を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
検
討
す
る
可

能
性
は
あ
る
。
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質問者 質　問　事　項 ページ
浜中　武仁 町政運営の課題は １1
南　　克憲 不法投棄への対策は １1
光井　哲治 予算編成方針と財政計画の見通しは １2
小川　　遊 ウェルビーイングの把握と医療体制の適切性は １2

三谷　侑生
地域おこし協力隊の活躍に向けて

１3
ＳＮＳ活用・広報強化で住民参加の促進を

松岡　昭博
農地を守るために集落営農の推進を

１4
要支援者対応をどうする

米田　強美
補助金の見直しを

１5
選挙投票の移動支援は

増井　久美
給食費無償化はどうなる

１6
肺がん検診にＣＴ検査を

森　　哲也 交通弱者・観光客のためにライドシェア事業の導入を １7
新たな観光案内所・松崎駅の展望は

小泉かさね 人口減少期にある行財政の展望は １8

　３月定例会では10人の議員が一般質問を行ない、活発な議論を展開しました。
　一般質問とは、議員の日常の活動と調査研究、住民の声や自身の考え方にもとづき、町
長や教育長の方針を問い質

ただ

すものです。
　質問時間は、答弁も含めて１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

町政をただす一般
質問町政をただす
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【
浜
中
】
初
当
選
時
の
所
信

表
明
を
踏
ま
え
、
５
期
20
年

間
の
町
政
運
営
を
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
人
口
減
少
な
ど
社
会
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後

の
町
政
運
営
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
「
湯
梨
浜
は
一

つ
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民

と
意
思
疎
通
を
図
り
、
と
も

に
歩
む
町
政
を
実
施
。
三
八

市
の
会
の
総
務
大
臣
表
彰

も
、
３
地
域
の
方
々
が
融
和

を
図
り
、
町
を
創
っ
て
き
た

成
果
。
課
題
は
人
口
減
、
基

幹
産
業
た
る
農
業
・
観
光
業

の
回
復
な
ど
。

【
浜
中
】
町
政
運
営
の
経
験

や
課
題
を
踏
ま
え
、
第
５
次

湯
梨
浜
町
総
合
計
画
に
込
め

た
基
本
的
な
考
え
方
と
、
将

来
の
町
の
姿
を
ど
の
よ
う
に

描
い
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
「
住
み
や
す
く
魅

力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
愛
の
ま

ち
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

安
全
で
住
み
よ
く
、資
源
を

生
か
し
、
多
く
の
人
々
が
集

う
ま
ち
、
こ
れ
が
本
町
の
理

想
形
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
浜
中
】
残
さ
れ
た
任
期
、

そ
の
先
を
見
据
え
、今
後
の

町
政
運
営
と
本
町
の
将
来
に

対
し
、ど
の
よ
う
な
姿
勢
、思

い
、覚
悟
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

【
町
長
】
町
民
と
一
緒
に
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
誇
り

を
も
っ
て
住
め
る
湯
梨
浜
を

願
い
、
全
力
を
尽
く
す
。

総務大臣表彰を受けた
三八市実行委員会

浜
はま

中
なか

　武
たけ

仁
とし

町民とともに歩む

町政運営の課題は

町長

町内に設置された不法投棄警告看板

【
南
】
町
内
の
山
林
な
ど

で
見
ら
れ
る
不
法
投
棄
に
対

し
、町
が
把
握
し
て
い
る
現
状

と
放
置
に
よ
る
悪
影
響
は
。

【
町
長
】
人
の
目
に
つ
き
に

く
い
場
所
に
、
多
く
の
不
法

投
棄
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

原
因
者
が
特
定
で
き
な
い
の

が
現
実
。

　

不
法
投
棄
を
放
置
す
る

と
、
ご
み
を
捨
て
て
も
よ
い

場
所
と
認
識
さ
れ
、
連
鎖
的

に
不
法
投
棄
が
増
加
し
悪
環

境
を
生
む
。
ま
た
、
土
壌
・

水
質
汚
染
に
よ
り
生
態
系
を

脅
か
す
。

【
南
】
特
に
懸
念
さ
れ
る
の

が
２
０
３
０
年
代
に
寿
命
を

迎
え
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
だ

が
、
高
額
な
処
分
費
が
自
己

負
担
と
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る

不
法
投
棄
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
と
し
て

の
処
分
方
針
や
個
人
向
け
設

置
補
助
金
の
継
続
可
否
、
そ

し
て
何
よ
り
不
法
投
棄
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
町
長
】
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
設
置
補
助

を
増
額
し
て
さ
ら
に
推
進
を

図
る
が
、
撤
去
に
多
額
の
費

用
が
発
生
す
る
こ
と
を
周
知

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
か
か
わ

ら
ず
、
不
法
投
棄
の
対
策
に

つ
い
て
、
県
と
の
連
携
を
強

化
し
、
取
組
を
継
続
す
る
。

不法投棄への対策は

町長
県と連携を強化し、
　　　　  取組を継続する

南
みなみ

　　克
かつ

憲
のり
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行財政編成の要
（総務課財務管財係）

【
光
井
】
令
和
８
年
度
予
算

編
成
に
向
け
、
財
務
規
則
第

10
条
に
従
い
町
長
か
ら
主
管

課
長
に
予
算
編
成
方
針
の
指

示
が
出
さ
れ
る
。
そ
の
内
容

と
指
示
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。

【
町
長
】少
子
高
齢
化
や
物

価
高
騰
に
よ
り
財
政
が
厳
し

い
中
、
既
存
事
業
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
選
択
・
集
中
を

徹
底
し
、
効
果
的
・
効
率

的
で
成
果
重
視
の
予
算
編

成
を
行
な
う
よ
う
指
示
し

た
。

【
光
井
】
予
算
編
成
と
財
政

計
画
は
表
裏
一
体
に
あ
る
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
本
町
は
健
全
団
体

の
範
囲
内
に
あ
る
が
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
、
物
価

高
騰
に
よ
る
税
収
減
と
経
費

増
が
進
み
、
財
政
の
硬
直
化

が
進
む
厳
し
い
状
況
と
判
断

し
て
い
る
。

【
光
井
】
今
ま
で
ど
お
り
の

予
算
編
成
で
は
、
財
政
調
整

基
金
は
５
年
後
に
は
枯
渇
す

る
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

町
長
は
財
政
運
営
計
画
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
基
金
枯
渇
の
懸
念

が
あ
る
中
、
合
併
特
例
債
の

終
了
に
よ
り
従
来
型
の
運
営

は
限
界
。
持
続
可
能
性
を
重

視
し
た
財
政
運
営
へ
の
転
換

が
必
要
と
判
断
し
て
い
る
。

【
小
川
】
住
民
の
生
活
の
質

や
安
心
感
を
示
す
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
視
点
か

ら
、
町
が
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
。
ま
た
、
町
内
の
医

療
体
制
の
適
切
性
に
つ
い
て

問
う
。

　

町
は
住
民
の
生
活
の
質
や

安
心
感
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視

点
か
ら
の
測
定
方
法
や
政
策

判
断
へ
の
活
用
状
況
は
。

【
町
長
】
本
町
で
は
住
民
の

満
足
度
や
暮
ら
し
や
す
さ
を

把
握
す
る
た
め
、
定
期
的
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
施

策
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
を
め
ざ
し
て

い
る
。

【
小
川
】
医
療
施
設
数
だ
け

で
な
く
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
住
民
の
安
心
感
な
ど
の

観
点
か
ら
、
町
内
の
医
療
体

制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性
は
。

【
町
長
】
医
療
や
健
康
に
関

す
る
調
査
を
行
な
い
、
医
療

施
設
へ
の
満
足
度
や
健
康
意

識
を
把
握
し
、
医
療
体
制
の

改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

ウェルビーイングの把握と
　　　　 医療体制の適切性は

予算編成方針と
　　　  財政計画の見通しは

町長

町長

定期的にアンケートを実施し
　  施策の方向性を検討していく

成果重視の編成と
　　　　持続可能性重視へ転換

小
お

川
がわ

　　遊
ゆう

光
みつ

井
い

　哲
てつ

治
はる
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地域おこし協力隊の
　　　　　　  活躍に向けて
町長

あらゆる面で必要な
　　　　サポートを行なう

【
三
谷
】
広
報
の
役
割
は
、

町
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
、
町
民
の
信
頼
を
獲
得

し
、
主
体
的
な
参
加
・
協
働

を
促
し
て
い
く
こ
と
。
本
町

の
広
報
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
課
題
と
し
て
施
策

の
「
結
果
」
だ
け
で
な
く

「
な
ぜ
そ
の
施
策
が
必
要
な

の
か
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
や

背
景
の
解
説
が
不
十
分
な
面

が
あ
る
。
読
み
手
が
「
自
分

事
」
と
し
て
捉
え
や
す
く
、

町
民
が
ど
う
感
じ
、
ど
う
施

策
に
反
映
さ
れ
た
か
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

【
三
谷
】
町
民
と
一
緒
に
町

政
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
有
効
。
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
さ
ら
な
る
活
用
や
、
一

般
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ユ
ー
ザ
ー
と
の

連
携
で
、
発
信
力
強
化
や
町

民
参
加
の
拡
大
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
今
後
の
広
報
戦

略
は
。

【
町
長
】
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
、
町
の
魅
力
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
政
策
立
案
の
参
考
と
な
る

よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
の
活

用
や
、
意
見
募
集
の
実
施
な

ど
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と

で
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

ＳＮＳが人と町をつなぐ
（町公式LINE）

【
三
谷
】
都
市
部
の
人
材
が

地
方
へ
移
住
し
、
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
。
町
に

と
っ
て
人
材
確
保
や
事
業
推

進
力
の
向
上
、
国
の
財
政
支

援
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一

方
、
隊
員
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
負
担
や
活
動
内
容
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
な
ど
が
課
題
。
こ
れ

ま
で
の
本
制
度
活
用
の
評

価
は
。

【
町
長
】
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
立
案
を
行
な
っ
て

お
り
、
地
域
住
民
と
親
密
な

交
流
が
あ
る
。
周
り
を
巻
き

込
み
な
が
ら
、
楽
し
い
と
感

じ
て
も
ら
え
る
環
境
を
創
り

上
げ
て
い
る
。

【
教
育
長
】
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
、
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
そ
の
役
割

を
十
分
に
果
た
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

【
三
谷
】
隊
員
が
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
活
動
の
効
果

を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

目
的
の
共
有
や
不
安
・
孤
立

の
解
消
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
な
ど
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
強
化
が
重
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

【
町
長
】
地
域
住
民
や
地
元

企
業
と
連
携
し
、
お
互
い
が

協
力
で
き
る
環
境
を
整
え
、

隊
員
が
地
域
の
一
員
と
し
て

溶
け
込
め
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ME  TIME！
（協力隊員が主催したイベント）

三
み

谷
たに

　侑
ゆう

生
き

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
・
広
報
強
化
で

　
　
　
　

  

住
民
参
加
の
促
進
を

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

　
　
　
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

町長
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ヘリコプターによる水稲防除

【
松
岡
】
地
域
計
画
に
お
け

る
水
田
の
担
い
手
、
集
落
営

農
へ
の
集
積
状
況
は
。
そ
し

て
、
今
後
、
水
田
を
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
集
落
営
農
12
組
織

が
水
田
の
約
２
割
を
集
積
。

今
後
は
担
い
手
へ
の
集
約
に

加
え
、
地
域
ぐ
る
み
の
保
全

や
作
物
転
換
を
支
援
し
、
農

地
の
適
正
維
持
と
有
効
活
用

の
両
立
を
段
階
的
に
図
る
。

【
松
岡
】
地
域
の
農
地
を
守

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
す
る
た
め
、
協
業
経

営
型
集
落
営
農
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
集
落
営
農
は
12
組

織
に
増
加
し
、
う
ち
10
組
織

が
協
業
経
営
型
。
今
後
は
法

人
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

を
支
援
し
、
持
続
可
能
な
農

業
経
営
を
推
進
す
る
。

【
松
岡
】
本
町
の
農
業
は
、

様
々
な
担
い
手
で
維
持
さ
れ

て
い
る
。
小
規
模
農
家
な
ど

に
対
す
る
支
援
は
行
な
わ
な

い
の
か
。

【
町
長
】
認
定
農
業
者
へ
の

重
点
支
援
を
基
本
と
し
つ

つ
、
地
域
を
支
え
る
小
規
模

農
家
な
ど
、
多
様
な
担
い
手

へ
の
支
援
も
、
財
源
や
効
果

を
勘
案
し
段
階
的
に
検
討

す
る
。

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

【
松
岡
】
避
難
方
法
や
避
難

経
路
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て

も
っ
と
災
害
想
定
に
沿
っ
た

訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

【
町
長
】
防
災
訓
練
で
は
、

併
催
し
た
講
演
会
会
場
へ
の

避
難
と
し
た
た
め
、
避
難
経

路
に
矛
盾
が
生
じ
た
。
引
き

続
き
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い

た
反
省
点
を
改
善
し
な
が

ら
、
よ
り
実
態
に
沿
っ
た
訓

練
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

【
松
岡
】
防
災
訓
練
の
講
演

を
踏
ま
え
、
要
支
援
者
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
「
互ご

き
ん
じ
ょ

近
助
」
の
精

神
を
基
本
に
、
要
援
護
者
台

帳
の
整
備
と
個
別
避
難
計
画

を
推
進
す
る
。
本
人
の
同
意

を
得
た
上
で
情
報
を
共
有

し
、
地
域
で
の
「
支
え
愛

マ
ッ
プ
」
作
成
を
支
援
し
て

い
く
。

【
松
岡
】
多
く
の
防
災
士
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

地
区
の
防
災
活
動
は
も
と
よ

り
、
町
総
合
防
災
訓
練
の
避

難
活
動
、
避
難
施
設
の
運
営

な
ど
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
防
災
士
を
各
地
区

に
１
人
以
上
配
置
す
る
こ
と

を
め
ざ
す
。
今
後
も
研
修
な

ど
を
通
じ
て
技
能
向
上
を
図

り
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や

避
難
所
運
営
の
場
面
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。 自主防災組織で避難訓練

農地を守るために
　　　　集落営農の推進を
町長 法人化やスマート農業導入を支援

要
支
援
者
対
応
を
ど
う
す
る

町長

実
効
性
あ
る
防
災
体
制
を
推
進
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【
米
田
】
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
り
社
会
情
勢
が
変
化
し

て
い
る
が
、
補
助
金
の
見
直

し
を
行
な
っ
て
き
た
か
。

【
町
長
】
目
的
、
効
果
、
必

要
性
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

定
期
的
に
見
直
し
て
い
る
。

【
米
田
】
地
域
サ
ロ
ン
で
お

菓
子
を
囲
ん
で
の
会
話
は
認

知
症
予
防
に
資
す
る
。
お
菓

子
を
補
助
対
象
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
栄
養
改
善
活
動
に

係
る
食
材
お
よ
び
飲
食
費
は

対
象
だ
が
、
単
な
る
お
や
つ

は
対
象
外
。

【
米
田
】
文
化
財
保
護
団
体

へ
の
育
成
補
助
金
に
つ
い

て
、補
助
率
の
見
直
し
を
。ま

た
、飲
食
代
に
も
補
助
を
。

【
教
育
長
】
団
体
の
主
体
性

の
尊
重
と
、
他
の
補
助
金
と

の
整
合
性
を
図
る
。
飲
食
代

は
、
公
的
助
成
に
お
い
て
一

般
的
に
対
象
外
。

【
米
田
】
視
覚
障
が
い
者
の

日
常
生
活
用
具
の
基
準
額
引

上
げ
の
検
討
、
結
論
は
い
つ

に
な
る
か
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

へ
の
補
助
基
準
額
の
見
直
し

検
討
を
。
ま
た
、
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補
助
金

の
見
直
し
は
。

【
町
長
】
中
部
圏
域
の
均
衡

を
保
つ
た
め
、
各
市
町
の
状

況
や
改
正
予
定
な
ど
を
継
続

調
査
し
て
い
る
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
へ
の
補
助
引
上
げ
は
、

各
市
町
と
慎
重
に
協
議
・
検

討
し
て
み
た
い
。
交
通
弱
者

対
策
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
な

る
べ
く
拾
い
上
げ
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

毎週楽しく集い合う
（とねり地区ふれあいサロン）

他自治体で実施している移動投票所
（出典：総務省ホームページ）

定期的な見直しを継続する

補助金の見直しを

町長

【
米
田
】
先
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
期
日
前
投
票
は
、

前
回
と
比
べ
て
増
え
て
お

り
、
今
後
も
増
え
る
と
推
測

す
る
。

　

令
和
４
年
の
議
会
で
選
挙

投
票
の
移
動
支
援
を
取
り
上

げ
、
令
和
５
年
に
は
他
市
町

の
取
組
を
参
考
に
し
て
、
次

回
国
政
選
挙
の
際
に
移
動
支

援
な
ど
、
可
能
な
投
票
機
会

の
提
供
を
施
行
す
る
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先

の
選
挙
で
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

　

他
市
町
の
事
例
調
査
は
行

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ

実
施
を
見
送
っ
た
の
か
。

【
町
長
】
平
成
21
年
４
月
に

投
票
所
を
現
在
の
12
か
所
に

減
ら
し
た
。
そ
の
直
後
の
選

挙
で
は
、
選
挙
当
日
の
送
迎

バ
ス
お
よ
び
期
日
前
投
票
所

へ
の
巡
回
バ
ス
を
運
行
。
し

か
し
、
利
用
者
が
少
な
く
、

現
在
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
県
に
よ
る
他
市
町
で
の

支
援
状
況
の
と
り
ま
と
め
結

果
や
、
直
接
の
他
市
町
へ
の

聞
き
取
り
を
踏
ま
え
、
本
庁

舎
で
行
な
う
期
日
前
投
票
所

へ
の
送
迎
な
ど
、
移
動
支
援

を
含
め
、
投
票
率
向
上
の
た

め
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

選
挙
投
票
の
移
動
支
援
は

選
挙
管
理
委
員
会
が

　
　
　
　
　
検
討
を
重
ね
て
い
る

町長

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み
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みんなで楽しく学校給食

【
増
井
】
多
く
の
人
た
ち
の

要
求
に
よ
り
、
国
は
学
校
給

食
費
無
償
化
の
方
向
性
を
示

し
た
。
し
か
し
、
突
然
の
衆

議
院
解
散
で
内
容
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
８

年
度
に
無
償
化
が
実
現
す
る

の
か
問
う
。

　

国
の
方
向
性
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
何
か
通
達
は

あ
っ
た
の
か
。

【
町
長
】
国
は
完
全
な
無
償

化
で
は
な
く
「
抜
本
的
な
負

担
軽
減
」
と
い
う
方
針
を
決

定
し
た
。

【
教
育
長
】
昨
年
12
月
に
通

知
が
あ
っ
た
。事
業
は
予
定
ど

お
り
実
施
さ
れ
る
見
込
み
。

【
増
井
】
も
し
完
全
無
償
化

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
町
と
し

て
独
自
に
支
援
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
財
政
の
持
続
性
維

持
な
ど
の
た
め
、
国
の
基
準

を
超
え
る
食
材
費
分
は
引
き

続
き
保
護
者
負
担
と
す
る
。

【
教
育
長
】
交
付
金
に
よ
り

月
額
５
千
２
０
０
円
を
支
援

し
、小
学
校
の
負
担
を
現
在
の

約
６
分
の
１
に
軽
減
す
る
。

【
増
井
】
小
学
校
給
食
費
の

無
償
化
が
実
現
す
れ
ば
、
中

学
校
給
食
費
も
無
償
化
を
め

ざ
す
べ
き
で
あ
る
。
町
で
支

援
し
、
ま
ず
は
引
き
下
げ
て

は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
国
の
中
学
校
へ

の
支
援
拡
大
を
注
視
し
つ

つ
、
食
材
高
騰
へ
の
補
助
を

１
食
当
た
り
79
円
に
増
額

し
、
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

【
増
井
】
町
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

「
新
た
な
が
ん
検
診
推
進
支

援
事
業
」
を
実
施
し
、
大
腸

内
視
鏡
検
査
と
胸
部
Ｃ
Ｔ
検

査
費
用
の
助
成
を
始
め
た
。

こ
こ
で
は
、
肺
が
ん
検
診
に

つ
い
て
問
う
。

　

現
在
の
申
し
込
み
人
数

は
。
ま
た
、
町
民
に
対
し
て

本
事
業
の
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
申
込
状
況
は
実
施

済
６
名
、
予
約
済
２
名
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
、
高
精
度
な
検
査
を
自
己

負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
社
会

実
験
と
し
て
、
早
期
発
見
の

重
要
性
を
周
知
し
て
い
る
。

【
増
井
】
こ
の
検
診
が
、
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い

る
低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
と
同
じ

も
の
で
あ
れ
ば
、
町
の
検
診

に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】
重
喫
煙

者
へ
の
低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
は

国
の
指
針
で
「
推
奨
グ
レ
ー

ド
Ａ
」
に
該
当
す
る
方
式
で

あ
り
、
本
事
業
で
は
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り
適
切

に
実
施
し
て
い
る
。

【
増
井
】
中
部
全
体
で
の
取

組
に
な
ら
な
い
の
か
。
ま

た
、
国
や
県
に
も
働
き
か
け

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】
現
在
は

中
部
圏
域
の
２
施
設
で
対
応

中
。
技
師
不
足
な
ど
の
課
題

は
あ
る
が
、
周
知
啓
発
を
強

化
し
受
診
率
向
上
を
図
る
。

肺がんのCT検査装置
（出典：（公財）鳥取県保健事業団）

増
ます

井
い

　久
く

美
み

町長 無償化ではなく
　　　　抜本的な負担軽減

給食費無償化はどうなる

肺
が
ん
検
診
に
Ｃ
Ｔ
検
査
を

技
師
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る

町長
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【
森
】
暮
ら
し
の
根
幹
で
あ

る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実

現
す
る
重
要
な
手
段
が
公
共

交
通
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
交
通
手
段
の

不
足
と
今
後
の
方
針
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
町
と
し
て
は
、
現

在
の
公
共
交
通
を
活
用
し
や

す
い
よ
う
、
各
種
の
取
組
を

行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各

種
事
業
に
つ
い
て
、
町
民
へ

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
点

も
あ
る
。
情
報
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
森
】
大
規
模
な
予
算
を
必

要
と
せ
ず
、
既
存
事
業
と
も

共
存
で
き
る
「
ノ
ッ
カ
ル
」

と
い
う
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業

が
あ
る
。
導
入
に
当
た
っ
て

先
行
事
例
を
参
考
に
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

移
動
手
段
確
保
の
た
め
の
具

体
的
な
方
針
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
本
町
で
は
、
支
援

事
業
と
し
て
共
助
交
通
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
町
内
１
地

区
の
み
の
利
用
と
な
っ
て
い

る
。
他
の
地
区
へ
の
普
及
を

進
め
る
と
と
も
に
、交
通
手
段

（
移
動
手
段
）の
不
足
が
予

測
さ
れ
た
場
合
に
は
、速
や

か
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
森
】
観
光
案
内
所
の
予
定

地
と
し
て
候
補
に
挙
が
っ
て

い
る
土
地
は
ど
こ
な
の
か
。

ま
た
、
新
設
す
る
の
で
あ
れ

ば
、そ
の
予
算
は
ど
の
程
度

な
の
か
。全
体
的
な
概
要
は
。

【
町
長
】
地
域
共
創
型
観
光

推
進
事
業
の
う
ち
、
委
託
料

の
み
約
４
９
０
万
円
の
国
の

内
示
通
知
を
も
ら
っ
て
い
る

だ
け
で
、
具
体
的
な
検
討
に

は
入
っ
て
い
な
い
。

【
森
】
な
ぜ
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯

と
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
。

【
町
長
】
町
内
企
業
が
、
マ

ン
ゴ
ー
栽
培
の
計
画
を
具
体

的
に
検
討
さ
れ
る
中
で
、
温

泉
熱
利
用
の
話
が
あ
っ
た
。

展
望
に
つ
い
て
は
、
果
物
の

大
き
な
拠
点
施
設
を
検
討
し

て
い
る
。

【
森
】
現
在
、
Ｊ
Ｒ
は
松
崎

駅
の
シ
ン
プ
ル
化
工
事
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
駅

舎
を
残
し
、
こ
の
駅
を
新
た

な
観
光
案
内
所
と
し
て
も
活

用
す
る
こ
と
で
予
算
も
抑
え

ら
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
と
の
交
流
地
点
と
す
る

各地で広がるライドシェア事業

町民とJR職員とで松崎駅駅舎検討会を開催

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
現
状
と
し
て
は
、

は
わ
い
温
泉
が
最
も
宿
泊
客

が
多
い
場
所
で
も
あ
る
。
松

崎
駅
前
と
並
行
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

森
もり

　　哲
てつ

也
や

交通弱者・観光客のために
　 ライドシェア事業の導入を
町長 共助交通の普及を進める

新
た
な
観
光
案
内
所
・

　
　
　
　
　

 

松
崎
駅
の
展
望
は

町長

具
体
的
な
検
討
に
は
入
っ
て
い
な
い
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【
小
泉
】
現
在
の
行
財
政
の

仕
組
み
は
人
口
増
加
期
に
構

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人

口
減
少
期
に
あ
る
現
在
、
仕

組
み
そ
の
も
の
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
。
経
常
収
支

比
率
が
約
90
％
と
硬
直
化
し

て
い
る
中
、
今
後
、
重
点
を

置
く
予
算
獲
得
方
法
は
。

【
町
長
】
経
常
収
支
比
率
が

92
・
6
％
に
達
し
、
新
た
な

事
業
な
ど
へ
の
支
出
が
限
定

的
に
な
る
財
政
（
財
布
）
事

情
で
あ
る
。
従
来
の
「
積
み

上
げ
型
」
行
財
政
シ
ス
テ
ム

の
根
本
的
な
見
直
し
に
着
手

し
て
い
る
。

【
小
泉
】
事
業
の
実
施
に
際

し
、
予
算
を
か
け
な
い
方

法
・
工
夫
は
。

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
る
行
政
運
営
の
効
率
化
を

進
め
る
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
導
入
・
活
用
に
よ
り
増
大

す
る
事
務
事
業
な
ど
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
。

【
小
泉
】
人
口
増
加
期
に
構

築
さ
れ
た
行
財
政
の
仕
組
み

を
、
現
在
の
人
口
減
少
期
と

い
う
社
会
構
造
に
応
じ
た
組

織
・
実
施
形
態
に
す
る
た
め

の
、今
後
の
改
善
の
展
望
は
。

【
町
長
】
多
様
化
が
進
む
社

会
情
勢
の
中
、
役
場
だ
け
で

す
べ
て
の
行
政
ニ
ー
ズ
へ
対

応
す
る
こ
と
は
困
難
。人
口

減
少
、高
齢
化
の
中
で「
地
域

と
の
協
働
」を
推
進
し
、一
緒

に
質
の
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

人口増加期と減少期
同じシステムで大丈夫？

小
こいずみ

泉　かさね

人口減少期にある
　　　　　　行財政の展望は
町長

積み上げ型の
　　　行財政システムから脱却

総務産業常任委員会
視察報告
　公共下水道の広域化による経費削減効果／農の営みを将来に繋ぐ営農方式
114 115岡山県岡山市
　下水道の広域化が進んでいる岡山市に
おいて、次の事項について調査した。
①統廃合の進め方
②統廃合による経費削減効果　など

愛知県豊田市
　集落営農により農業、農村の維持、活
性化に取り組んでいる（一社）押井営農組合
において、次の事項について調査した。
①集落営農の活動範囲
②「自給家族」の効果　など

委 員 会 レポート

　岡山市では公共下水の県の流域下水道への
接続により、年間約5700万円の維持管理費
と事務費を削減することができた。本町でも
人口減少や老朽化に伴い、経費削減のため施
設の統廃合は必要だと考える。

松岡  昭博 委員長

南  克憲 副委員長

　押井集落は、法人化した営農組織で全農地を集積し、米の
契約栽培を行なっている。活動範囲の拡大や米の実需者であ
る自給家族の増加により、中山間地の水田保全に効果的で、
本町においても参考にしたい事例である。

おし　い
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町民から寄せられた
「行政、議会に対するご意見」への回答

　「令和７年度ふれあい意見交換会」でいただいたご意見を取りまとめ、所管委員会において
協議を行なった後の、議会としての回答や町執行部からの返答の一部をご紹介します。

問

問

問

問

問

町

町
町

町

議会

地域づくりリーダーの養成を

保育現場の負担軽減を
自治公民館へのＬＥＤ化に補助を

ぼうさいこくたい（防災推進国
民大会）の周知を

女性や子育て世代の声を拾い上
げる工夫を

それぞれの区の課題を共有し、お互いの取
組から学ぶ場がとても少ない。そこで地域
づくりのリーダーを継続的に育成する場が
ほしい。

「こども誰でも通園制度」は保育現場での
負担が大きく、保育士が不足している現状
では、対応が困難ではないかと危惧する声
があるが、その対応は。

公民館の会議室に蛍光灯があるが、ＬＥＤに
変えなければならない。町で補助制度を作っ
てほしい。

鳥取県中部地震から10年という節目に倉吉
で開催される「ぼうさいこくたい」を周知して
ほしい。     

ふれあい意見交換会の開催日時が平日の
夜では、女性が参加しづらい。女性や子育
て世代の声を拾い上げる工夫を。

区長や区の役員、そして地域づくりに興味
がある人を対象に、専門家によるセミナー
の開催を検討したい。

本制度の利用ニーズは未知数であり、状況
をみながら保育士確保に努め、安心して制
度を利用できる実施体制を構築していく。

「集会所新築工事等補助金」で、照明器具の
修繕（ＬＥＤ化含む）についても補助の対象と
している。

「ぼうさいこくたい」は令和８年10月17日
（土）・18（日）に倉吉市で開催される。
本町としても県・他市町と連携して広報活
動を積極的に行ない、機運の醸成を図り
たい。

議員のなかで話し合いながら検討してい
きたい。ふれあい意見交換会以外でも、
各団体からご要望をいただければ議会が
各団体に伺う仕組みもあるため、ぜひご
利用いただきたい。

ホームページでも公開中！
　このほかにも、いただいたご意見に
対する回答は順次、町ホームページに
アップしていきます。

意見交換会のページは
右のQRコードから☞
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議会の傍聴をお気軽に

　
鮮
や
か
な
新
緑
と
と
も
に
、

農
作
業
も
忙
し
く
活
気
に
あ
ふ

れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
議
員
改
選
か
ら
早
く

も
１
年
が
過
ぎ
、
新
し
い
議
員

の
皆
さ
ん
も
、議
会
の
１
年
間
の

流
れ
が
見
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
第
５
次
湯
梨
浜

町
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い

議
員
の
発
想
と
、
ベ
テ
ラ
ン
議

員
の
経
験
を
結
集
し
、
行
政
と

議
会
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
一

体
と
な
り
、
よ
り
住
み
よ
い
湯

梨
浜
町
を
め
ざ
し
、
努
力
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
声

に
耳
を
澄
ま
し
、
議
会
に
反
映

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 

　 

（
記
　
河
田
）
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることのでき
る身近な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階へ、お気軽に
お越しください。議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホーム
ページでお知らせします。

６月10日（水）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前10時開会

Ｑ
：
相
田
市
は
、ど
ん
な
祭
で
す
か
？

　
江
戸
時
代
、
長
瀬
地
区
の
さ
あ
た
田

ん
ぼ
の
そ
ば
に
浮
か
ん
で
い
た
神
像
を

祀
り
、
豊
作
を
祈
願
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。
明
治
時
代
に
は
「
祭
」
か
ら

「
市
」
へ
と
名
前
を
変
え
、
農
具
や
苗

の
露
店
販
売
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
春
を
迎
え
る
住
民
交
流
の
場
で
も

あ
り
、
１
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
行
事

で
す
。

Ｑ
：
今
年
も
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
ね
！
ど
ん
な
催
し
が
あ
り
ま

す
か
？

　
恒
例
の
さ
あ
た
饅
頭
・
煎
餅
の
販
売

や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
和
太
鼓
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
し
じ
み
汁
の
無
料
提

供
、
地
域
の
方
々
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
出
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選

会
な
ど
で
す
。

Ｑ
：
子
ど
も
た
ち
も
、
食
べ
て
遊
ん
で

と
、
楽
し
そ
う
で
す
！
開
催
に
当
た
っ

て
の
工
夫
は
あ
り
ま
す
か
？
　

　
相
田
市
は
、
住
民
や
環
境
の
変
化
に

あ
わ
せ
て
、
姿
を
変
え
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
以
前
の
開
催
場
所
は
勝
福

寺
が
中
心
で
し
た
が
、
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

に
移
し
て
、
今
年
で
２
回
目
に
な
り
ま

す
。
伝
統
と
長
瀬
地
区
の
振
興
を
大
切

に
し
て
、
持
続
可
能
な
姿
を
模
索
し
、

未
来
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
：
歴
史
や
思
い
が
受
け
継
が
れ
て
い

く
と
よ
い
で
す
ね
。
相
田
市
の
他
に
も

取
組
は
あ
り
ま
す
か
？

　
長
瀬
に
10
あ
る
区
の
振
興
と
住
民
交

流
を
目
的
と
し
て
、
秋
に
は
長
瀬
各
所

を
歩
い
て
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、ふ

れ
あ
い
交
流
祭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

町民インタビュー
「長瀬をつむぐ、相田市」

長瀬地区振興協議会　会長　西原　信男さん
相田市を主催する長瀬地区振興協議会の、西原さんにお話を伺いました。
（聞き手　三谷）

編
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記
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　議
会
広
報
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任
委
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会

のぶ  お

ま
つ

さあ た いち


